訓練課題（筆記）

訓練課題（筆記）

　「給排水衛生設備設計」

	注意事項
１．　制限時間

　　

５０分　

　２．注意事項
　（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。
　（２）解答用紙に入所期、番号、名前を記入してください。
　（３）携帯電話の使用は不可です。
　（４）試験中、質問等があるときは挙手してください。




◆問1から問30の各問について、文章が正しいものには○を、誤っているものには×を回答欄に記入しなさい。（1問2点）
	問題

	1
	上水と井水を併用する場合、直接連結配管としてはならない。



	2
	受水槽のオーバーフロー管は、直接排水管に接続する。

	3
	防火上支障がなければ、二重スラブ部を防水加工し地下受水槽として使用することができる。

	4
	排水系統において二重トラップを設けることは避けなければならない。

	5
	阻集器とは、排水中に含まれる排水上好ましくない物質を収集する装置で、水液のみを排水させる。

	6
	通気管の設置を誤ると、時にはトラップの破封を招く。

	7
	一般に直接給水方式は受水槽を必要とするが、高置水槽は必要としない。

	8
	給水方法を選定する際、断水時だけでなく停電時も想定することは重要である。

	9
	管内の流速を大きくするとウォーターハンマ発生の恐れがある。

	10
	小便器や大便器において手動洗浄方式から人感知式洗浄方式に変更することは、衛生面だけでなく省エネという点でも利点がある。

	11
	逆止弁はリフト式とスイング式があるが、スイング式を立て管に使用することは避けなければならない。

	12
	硬質塩化ビニル管の特徴として、耐腐食性は低いが耐熱性は高いという特徴が挙げられる。

	13
	給湯配管において銅管を使用する場合は、潰食および孔食を生じさせないように、一般に管内流速を0.5～1.2m/s程度とする。

	14
	給湯配管を施工する場合、逆こう配および空気だまりなどの箇所ができる配管形態は避けなければならない。

	15
	掃除口の口径は通常、排水管径より小さくする。

	16
	通気管の横走り管は排水管と違い、勾配を気にする必要はない。

	17
	排水槽には内部の保守点検用に有効内径600ｍｍ以上のマンホールを2か所以上設けることが望ましい。

	18
	排水槽は悪臭の発生を防止するため、排水の貯留時間を短くした方が望ましい。


	19
	汚水槽、厨房排水槽の水位制御には電極棒を用いることが多い。

	20
	湧水槽は一般に、周壁や底盤からの湧水を処理するために設置される。

	21
	器具排水管を排水横枝管に合流させる場合は、つまりを防ぐためにできる限り水平に近い状態にて合流させる。

	22
	一般に最下階の排水横枝管は直接立て管に接続せず、単独で排水枡まで配管させる。

	23
	排水管におけるオフセットとは、排水横枝管が並行に設置され合流することをいう。

	24
	器具排水管径＝トラップ径である。

	25
	排水立て管の上部は一般にキャップで密閉する。

	26
	ループ通気管は、排水横枝管の最上流の器具排水管合流点の下流側より取り出す。

	27
	ループ通気管は、その階における最高位器具のあふれ縁と同じ高さにて横走りさせ、排水立て管に接続させる。

	28
	Sトラップは封水が破られにくいトラップであるためよく用いられる。

	29
	給水方式上、受水槽の清掃を行う場合、水槽内の水を全て排出してしまうため必ず全館断水となってしまう。清掃の際はその旨を周知徹底することが重要である。

	30
	法律上、貯水槽の清掃は義務付けられているが、汚水槽については特に制限はない。


◆問31から問40の各設問について語群から1つ選び回答欄に記入しなさい。
（1問4点）
	問題

	31
	貯水槽について、不適当なものを次の中から１つ選びなさい。

（１）水槽の壁、天井、床は、建築物の壁、床などと兼用してはいけない。

（２）水槽上面には、雨水などの侵入を防止するために、１/１００程度の勾配を設ける。
（３）水槽の有効容量が２㎥以上の場合には、防虫網を取り付けた通気管を設ける。

（４）水槽底部には清掃時などの水抜き管を設け直接排水とする。

	32
	排水系統における掃除口について、不適当なものを次の中から１つ選びなさい。

（１）排水横主管や排水横枝管の起点に設置する

（２）排水竪管の最下部に設置する

（３）掃除口は排水の流れと同方向に開口するよう設置する

（４）横管の掃除口は床上に設置する




	33
	建築基準法上、排水槽の底の勾配は吸込みピットに向かって（　　）以上（　　）以下としなければならないとされている。

（１）1/50　、　1/25






（２）1/25　、　1/10







（３）1/15　、　1/10







（４）1/10　、　1/5



	34
	別紙の図1の流量線図を用い、次の条件における上水系統の管径を求めなさい。
（条件）流量＝100L/min、流速2.0m/s以下、硬質塩化ビニルライニング鋼管を使用
（１）15Ａ









（２）20Ａ









（３）25Ａ









（４）32Ａ









	35
	別紙の表1・表２を用いて、次の条件における排水管径（排水横枝管）を器具排水負荷単位法により求めなさい。

（条件）用途：商業ビル

系統上に設置される衛生器具（洗浄弁式大便器、洗浄弁式小便器、洗面器、各１個づつ）

（１）40Ａ









（２）50Ａ









（３）65Ａ









（４）75Ａ









	36
	別紙の表2を用いて、設問35の横枝管におけるループ通気管の管径を器具排水負荷単位法により求めなさい。（条件）通気管の最長距離6ｍ

（1）30Ａ









（2）40Ａ









（3）50Ａ









（4）65Ａ









	37
	別紙の図2を用い、下記条件における排水管径（排水横枝管）を定常流量法により求めなさい。

（条件）勾配1/50、器具平均排水流量1.5L/s、定常流量0.043L/ｓ、ループ通気方式（洗浄弁式大便器2つ）

（１）40Ａ









（２）50Ａ









（３）65Ａ









（４）75Ａ









	38
	給水管が次のように表わされる場合、使用されている継手の名称と数量の組み合わせで正しいものを次の中から選びなさい。（空気調和・衛生工学会規格　HASS より抜粋）

	
	（１）エルボ：2個
（２）チーズ：2個

（３）フランジ：1個

（４）ユニオン：2個
	[image: image5.emf]




	39
	次の製図記号は何を表すか。次の中から1つ選びなさい。（空気調和・衛生工学会規格　HASS より抜粋）

	
	（１）ポンプ

（２）逆止弁
（３）仕切弁
（４）ストレーナ
	[image: image6.emf]




	40
	次の製図記号の組み合わせのうち誤っているものを1つ選びなさい。（空気調和・衛生工学会規格　HASS より抜粋）
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図1　硬質塩化ビニルライニング鋼管流量線図
表１　トラップ口径と器具排水負荷単
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表２　排水管・通気管の管径選定
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図２　定常流量流量線図

出典
・図1　　給排水衛生設備計画・設計の実務の知識　オーム社　　2004年　P31

・表1　　給排水衛生設備計画・設計の実務の知識　オーム社　　2004年　P108

・表2　　システム・ユニットテキスト「排水・通気管径の選定」　　P10

・図2　　システム・ユニットテキスト「排水・通気管径の選定」　　P7
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